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小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予

定
者
説
明
会
の
開
催 

 

小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
が
、
４
月
26
日
に
執
行

さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
の
立
候
補
の
届
出
・受
付
を
円
滑

に
行
う
と
と
も
に
、
公
正
か
つ
適
正
な
選
挙
を
行
う
た

め
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
方
は
、
出
来
る
限
り
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
ま
た
は
立
候
補
予
定
者
の
関
係
者 

【
日
時
お
よ
び
場
所
】 

《
母
島
》
３
月
19
日
（木
）午
前
11
時
か
ら 

 
 
 

小
笠
原
村
役
場
母
島
支
所
（二
階
会
議
室
） 

《
父
島
》
３
月
19
日
（木
）午
後
５
時
30
分
か
ら 

 
 
 

小
笠
原
村
役
場
（二
階
会
議
室
） 

 
●
問
合
せ
先 

 
小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

新
お
が
さ
わ
ら
丸
・新
は
は
じ
ま
丸
に

関
す
る
説
明
会 

 

定
期
船
お
が
さ
わ
ら
丸
・は
は
じ
ま
丸
は
、
平
成

28
年
７
月
の
就
航
を
目
指
し
、
新
船
が
建
造
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
運
航
会
社
か
ら
新
船
の
概
要
な
ど
を
説

明
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
18
日
（水
）午
後
７
時
～ 

 

《
場
所
》
村
民
会
館 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
20
日
（金
） 

午
後
２
時
～
、
午
後
７
時
～ 

 
 

※
２
回
開
催
し
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ
内
容

で
す
。 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

母
島
北
港
公
衆
衛
星
電
話
の
設
置 

  

母
島
北
港
に
公
衆
電
話
を
設
置
し
ま
し
た
。
ご
活

用
く
だ
さ
い
。 

※
衛
星
電
話
で
す
の
で
、
利
用
料
金
は
通
常
の
公
衆

電
話
よ
り
も
割
高
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。 

※
救
急
の
要
請
（１
１
９
）を
す
る
際
は
、
通
常
の
通

話
と
使
用
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
電
話
機
内

に
あ
る
要
請
手
順
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

                     
●
問
合
せ
先 

 

母
島
支
所
庶
務
係
３
―
２
１
１
１ 

 

母
島
保
育
園
非
常
勤
職
員
（保
育
補
助 

員
）の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
保
育
補
助
員
１
名 

【
業
務
内
容
】
母
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】
４
月
１
日
～
９
月
30
日 

【
勤
務
日
時
】 

平
日
の
週
３
日
。
午
前
９
時
～
午
後
４
時
（週

29
時
間
以
内
） 

【
時
間
給
】 

〇
１
千
２
９
０
円
（資
格
有
） 

 

〇
１
千
３
０
円
（資
格
無
） 

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
募
集
要
項
の
配
布
】 

３
月
２
日
（
月
）
か
ら
村
役
場
母
島
支
所
に
て

配
布
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
３
月
20
日
（金
） 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

母
島
支
所 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
小
学
校 

非
常
勤
職
員
の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】 

 
 

特
別
支
援
教
育
補
助
員 

若
干
名 

【
業
務
内
容
】 

小
笠
原
小
学
校
支
援
教
育
の
補
助
業
務 

【
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】
月
曜
日
～
金
曜
日
、
午
前
８
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
（週
29
時
間
以
内
） 

※
時
間
な
ど
応
相
談 

【
時
間
給
】 

〇
１
千
２
９
０
円
（資
格
有
） 

 

〇
１
千
３
０
円
（資
格
無
） 

【
応
募
資
格
】
村
内
に
在
住
す
る
方 

【
選
考
方
法
】
書
類
・面
接
試
験 

【
申
込
締
切
】
３
月
11
日
（水
） 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

教
育
委
員
会
事
務
局 

 
 

 

２
―
３
１
１
７ 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

2/24現在 

父島 

95.7/100 

母島 

95.6/100 

 

１月気象状況   （父島） 

最高気温   22.4℃ 

最低気温   12.1℃ 

平均気温   17.9℃ 

平均湿度   63％ 

月降水量   64.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（2/1）  
 

 

             2,530人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,073人   457人 
 

 

 

  世帯      1,159    250 

ＮＯ．６４１ 

平成27年(2015) 

３/１(日)  
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
ご
存
知
で
す
か
？
「学
生
納
付
特
例
制
度
」と
「若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」 

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
の

方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
「学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る

大
学
（大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（修
業
年
限
一

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分

校
に
在
学
す
る
方
で
す
。ま
た
夜
間
・定
時
制
課
程
や

通
信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
学
生
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。 

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３

月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で

あ
る
場
合
、
４
月
初
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
引
続
き
学
生
で
あ
れ
ば
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
の
場
合
に 

は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ

り
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
就
職
な
ど
で
、
収

入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け

取
る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「追
納
制
度
」を
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 ◎
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
で
き
る
対
象
期

間
が
過
去
２
年
間
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た 

  

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

場
合
、
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
猶
予
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
４
月
か
ら
、
申
請
時
点

の
２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
災
害
・失
業
な
ど
を
理
由
と
し
た
免
除
（特

例
免
除
と
い
い
ま
す
）に
つ
い
て
も
、
平
成
26
年
４

月
か
ら
は
、災
害
・失
業
な
ど
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年

６
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
特
例
免
除
の
申
請
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（平
成
26
年
３
月
以

前
に
あ
っ
た
災
害
・
失
業
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

過
去
分
の
審
査
対
象
期
間
は
、
２
年
１
か
月
前
ま
で

で
す
。
） 

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】 

〇
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に
基
づ
き
審

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

〇
全
額
免
除
と
一
部
免
除
は
配
偶
者
お
よ
び
世
帯

主
、
若
年
者
納
付
猶
予
は
配
偶
者
に
つ
い
て
も

所
得
審
査
を
行
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

小
笠
原
村
健
康
診
断
結
果
報
告
書 

 

健
康
診
断
の
結
果
報
告
書
は
、
結
果
説
明
会
に
お

い
て
配
布
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
受
け
取
ら
れ
て
い

な
い
方
に
つ
い
て
は
３
月
中
に
郵
送
い
た
し
ま
す
。 

 

健
康
診
断
は
受
診
し
た
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
結
果
を
基
に
自
己
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
健

康
管
理
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
必
要
な
保
健
指
導

や
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
も
の

で
す
。
結
果
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
気
に
な
る
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
村
役
場
お
よ
び
母
島
支
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
ク
ー
ポ
ン
券 

 

30
歳
以
上
の
女
性
に
対
し
て
、
女
性
特
有
の
が
ん

検
診
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行
い

た
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。 

※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
・乳
が
ん

検
診
を
内
地
で
受
診
す
る
場
合
に
利
用
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
で
受
診
さ
れ
た
方
は
11

月
下
旬
に
実
施
予
定
の
「小
笠
原
村
健
康
診
断
」に

お
い
て
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
（検
診
内
容
は
同
じ
）・

乳
が
ん
検
診
（超
音
波
検
査
お
よ
び
視
触
診
を
実
施
）

を
受
診
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
お
１
人
様
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き

ま
す
。 

※
が
ん
検
診
の
受
診
は
、
年
度
内
お
１
人
に
つ
き
１

回
で
す
。 

【
発
行
対
象
者
】 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

〇
子
宮
頸
が
ん
検
診
用
（内
診
、
細
胞
診
、
コ
ル
ポ

ス
コ
ー
プ
診
お
よ
び
エ
コ
ー
） 

 

〇
乳
が
ん
検
診
用
（マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視

触
診
） 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

医
療
法
人
社
団
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

【
受
診
で
き
る
期
間
】 

４
月
１
日
～
平
成
28
年
３
月
31
日 

※
土
・日
・祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

 
※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
み
先
】 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課
福
祉
係 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
申
込
み
期
間
】
４
月
１
日
～
平
成
28
年
２
月
29
日 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

  
 

都
医
療
券
（気
管
支
ぜ
ん
息
）の
18
歳 

以
上
の
新
規
認
定
の
終
了 

 
 

東
京
都
大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
都
医
療
券
（気
管
支
ぜ
ん
息
）の
18
歳
以
上
の
新

規
認
定
が
３
月
31
日
で
終
了
し
ま
す
。 

 

現
在
医
療
券
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
新
た
に
医

療
費
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
31
日
ま
で
に

村
民
課
福
祉
係
に
必
要
な
書
類
を
す
べ
て
揃
え
た
上

で
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
（申
請
書
類
の
作
成
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
）。 

【
申
請
で
き
る
方
】
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方 

〇
気
管
支
ぜ
ん
息
に
り
患
（
18
歳
未
満
の
方
は
慢

性
気
管
支
炎
、
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
、
肺
気 

し
ゅ
も
対
象
） 

〇
都
内
に
引
き
続
き
１
年
（３
歳
未
満
は
６
か
月

以
上
）
以
上
住
所
を
有
す
る
（
都
内
に
住
民
登

録
が
必
要
） 

〇
健
康
保
険
等
に
加
入 

〇
喫
煙
し
て
い
な
い 

【
助
成
内
容
】
認
定
さ
れ
た
疾
病
の
治
療
に
要
し
た

医
療
費
の
う
ち
、
保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
を

助
成
。 

18
歳
未
満
の
方
（平
成
９
年
４
月
２
日
以
降
の
方
）

に
つ
い
て
は
、
18
歳
以
上
の
方
と
助
成
内
容
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
問
合
せ
先
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
福
祉
保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課 

 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
９
２ 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

第
３
回
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 

村
で
は
年
３
回
、
集
落
周
辺
の
樹
木
を
中
心
に
シ

ロ
ア
リ
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

被
害
に
つ
い
て
の
相
談
や
家
屋
の
点
検
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

無
料
の
相
談
お
よ
び
点
検
は
事
前
に
申
込
み
が
必
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要
と
な
り
ま
す
。
（家
屋
や
敷
地
の
駆
除
・予
防
施
工

は
別
途
有
料
と
な
り
ま
す
。
） 

【
申
込
期
間
】
３
月
２
日
（月
）～
６
日(

金) 

【
対
策
日
程
】 

《
母
島
》
３
月
６
日(

金)

～
９
日
（月
） 

《
父
島
》
３
月
11
日(

水)

～
15
日
（日
） 

 ◎
母
島
シ
ロ
ア
リ
説
明
会 

 
 

対
策
団
の
来
島
に
合
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
６
日
（金
）午
後
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室 

【
説
明
】小
笠
原
村
・小
笠
原
村
シ
ロ
ア
リ
対
策
団 

 
 
 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
・都
民
税
（住
民
税
）の
申
告 

 

村･

都
民
税(

住
民
税)

は
、
都
や
村
が
お
こ
な
う
地

方･

地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス(

防
犯
、
消
防
、
教
育
、

福
祉
、
衛
生
、
上
下
水
道
や
道
路
整
備･

維
持
管
理
な

ど)

に
か
か
る
費
用
を
、
そ
こ
に
住
む
居
住
者(

住
民)

に
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
性
格
を
持
つ
地
方
税

(

都
道
府
県
や
市
町
村
に
納
め
る
税
金)

で
す
。 

 

所
得
税
な
ど
の
国
税
は
、
「確
定
申
告
」と
い
う
申

告
納
税
制
度
に
よ
り
、
自
ら
税
額
を
計
算
し
て
申
告

し
税
金
を
納
め
る
形
に
な
り
ま
す
が
、
住
民
税
は
こ

れ
と
は
異
な
り
、
前
年
中
の
収
入
な
ど
を
も
と
に
新

年
度
に
課
税
す
る
た
め
に
、
市
町
村
が
税
額
を
計
算

し
て
納
税
義
務
者
に
通
知
し
て
納
税
し
て
い
た
だ
く

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
住
民
税
の
適
正
な
課
税
を
行
う
た
め

に
は
、
毎
年
３
月
15
日(

今
年
は
16
日)

ま
で
に
住
民

税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
住
所
地(

居
住
地)

の
市
町
村
で
の
申
告
が
必
要
で
す
が
、
次
に
記
載
し

た
【
住
民
税
申
告
の
必
要
が
無
い
人
】
に
該
当
す
る

方
は
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
が
無
い
人
】 

 

〇
所
得
税
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
。(

※
１) 

 

〇
前
年
中
の
所
得
が
給
与
ま
た
は
公
的
年
金
の
み 

の
人
で
、
給
与
ま
た
は
年
金
の
支
払
者
よ
り
当 

該
市
町
村
に
そ
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
人
。
（た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
含
ま

れ
て
い
な
い
高
額
な
医
療
費
や
寄
付
金
な
ど

の
各
種
所
得
控
除
で
き
る
も
の
が
あ
っ
て
、
そ

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
申
告

が
必
要
で
す
。
） 

 

〇
申
告
し
て
も
、
結
果
的
に
住
民
税
が
非
課
税
と 

な
る
人
。(

※
２)

た
だ
し
、
非
課
税
証
明
書
や 

所
得
証
明
書
な
ど
、
村
で
交
付
す
る
税
関
係
の 

証
明
書
が
必
要
な
人
は
、
収
入
が
無
く
て
も
申 

告
が
必
要
で
す
。 

 
 
 

ま
た
、
住
民
税
の
賦
課
資
料
は
、
国
民
健
康 

 

保
険
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保 

 

 
 

険
料
、
保
育
料
な
ど
の
算
定
資
料
、
児
童
福
祉
・

医
療
福
祉
・障
害
者
福
祉
な
ど
の
手
当
・給
付
金

な
ど
の
支
給
判
定
の
資
料
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
方
も
申
告
が
必
要
で
す
。 

【
住
民
税
申
告
の
必
要
な
人
】 

 

〇
住
所
地
以
外
に
家
屋
敷
な
ど
の
あ
る
人(

※
３) 

 

〇
非
課
税
証
明
書
や
所
得
証
明
書
な
ど
が
必
要
な 

人
。
国
保
税
な
ど
の
算
定
資
料
や
福
祉
関
係
の

支
給
判
定
資
料
が
必
要
な
人
。 

※
１ 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
は
、 

住
民
税
申
告
を
し
た
と
み
な
さ
れ
、
所
得
税
確 

定
申
告
の
内
容
な
ど
を
も
と
に
新
年
度
の
住

民
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
得
税

の
計
算
に
は
必
要
な
い
も
の
の
住
民
税
の
計

算
で
必
要
に
な
る
事
項
の
記
載
欄
が
所
得
税

の
確
定
申
告
書
に
あ
り
ま
す
。
「所
得
税
の
確

定
申
告
の
手
引
き
」を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
「住

民
税
・
事
業
税
に
関
す
る
事
項
」に
も
漏
れ
が

無
い
よ
う
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※
２ 

前
年
の
合
計
所
得
金
額
（
損
失
の
繰
越
控 

 
 

 

除
前
の
金
額
）
が
、
住
民
税
均
等
割
の
非
課
税 

 

限
度
額
を
超
え
な
い
人
。 

 
 
 

非
課
税
限
度
額
：
28
万
円×

（控
除
対
象
配

偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
数
＋
１
）＋
16
万
８
千

円
（
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
い

る
場
合
に
加
算
） 

※
３ 

実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
町
村
で
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
１
月
１
日
現
在

で
そ
の
住
所
地
以
外
に
も
家
屋
敷
な
ど
（家
屋

敷
ま
た
は
事
務
所･

事
業
所
）を
有
す
る
個
人
に
、 

家
屋
敷
な
ど
の
所
在
市
町
村
で
も
住
民
税
が 

 
 
 

課
税
さ
れ
ま
す
。(

均
等
割
の
み) 

 

住
民
税
の
申
告
書
は
、
村
役
場
の
税
務
係
ま
た
は

母
島
支
所
窓
口
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。 

「
村
税
関
連
様
式
集
」http

://v
ill.o

g
a
sa

w
a
 

ra
.to

k
y
o.jp

/za
isei/ca

t8
4
/ 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
３
月
24
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」 

 
交
通
災
害
共
済
「ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」は
、
東
京
都

39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故

に
あ
っ
た
時
、
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

各
ご
家
庭
に
配
布
し
ま
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・加
入

申
込
書
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ａ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
千
円
で
最
高
３
０
０
万
円
の
見
舞
金 

【
Ｂ
コ
ー
ス
】 

年
会
費
５
０
０
円
で
最
高
１
５
０
万
円
の
見
舞
金 

【
そ
の
他
】 

○
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
、
中
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
の
い
る
会
員
が
交
通
災
害
で
死
亡
し
た
時

に
は
、
年
額
10
万
２
千
円
の
交
通
遺
児
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。 

○
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

ホ
―
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.ctv
-to

k
y
o
. 

o
r.jp

/

）
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
１
月
20
日
～
２
月
２
日 

〇
硫
黄
島
遺
骨
収
容
事
業
現
地
視
察 

〇
硫
黄
島
戦
没
者
慰
霊
祭 

〇
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
団
体
長
会
議 

〇
離
島
航
路
検
討
部
会 

〇
中
国
船
裁
判
証
人
な
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、３
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
９
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

〇
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

〇
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

〇
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

〇
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 
 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま

す
。 

【
日
時
】
３
月
19
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ

の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し

て
お
り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
（
講
習
は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～ 

 

午
後
５
時
の
間
で
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 
◎
学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ
入
会
児
童
募
集 

【
対
象
】
新
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
、

保
護
者
が
就
労
・疾
病
な
ど
に
よ
り
、適
切
な
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童 

【
保
育
期
間
お
よ
び
時
間
】
４
月
１
日
（
水
）
～ 

 

30
日
（木
）ま
で
の
平
日 

※
春
休
み
期
間
中
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

（原
則
昼
食
は
自
宅
） 

※
学
期
中
は
下
校
時
～
午
後
５
時
ま
で 

【
保
育
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス 

【
定
員
】
各
学
年
10
名 

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
優
先
度
に
よ
り
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

【
利
用
料
】入
会
金
１
千
円
（社
協
会
費
を
兼
ね
る
）、 

利
用
料
６
千
円
、
保
険
料
８
０
０
円 

【
申
込
期
間
】
３
月
４
日
（水
）～
12
日
（木
） 

【
入
会
説
明
会
】
３
月
16
日
（月
）午
後
６
時
か
ら
、

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
に
て
（予
定
） 

 

◎
学
童
保
育
（と
び
う
お
）ク
ラ
ブ
指
導
員
・補
助
員

募
集 

 

【
募
集
人
数
】
若
干
名 

【
契
約
期
間
】
４
月
１
日
～
30
日 

【
資
格
】
保
育
経
験
の
あ
る
方
ま
た
は
保
育
に
熱
意

の
あ
る
方 

【
応
募
期
間
】
３
月
25
日
ま
で 

【
申
込
方
法
】
履
歴
書
、
あ
れ
ば
資
格
証
明
書
（写
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参
の
こ
と 

【
選
考
方
法
】
面
接 

【
勤
務
条
件
】 

《
時
給
》
指
導
員
１
千
２
３
０
円
、
補
助
員 

 
 

１
千
２
０
円 

 

《
勤
務
時
間
》
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
（昼

休
み
１
時
間
30
分
） 

 

◎
ち
び
っ
こ
ク
ラ
ブ
指
導
員 

【
応
募
資
格
】
次
の
す
べ
て
の
該
当
す
る
者 

○
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
資
格
を
有
す
る
者 

○
普
通
自
動
車
免
許(

Ａ
Ｔ
限
定
可)

を
有
す
る
者

【
採
用
人
員
】
１
名 

【
採
用
予
定
日
】
４
月
１
日
以
降 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
・申
込
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 社
会
福
祉
法
人
明
老
会
職
員
募
集 

 

◎
事
務
員
（父
島
） 

【
仕
事
内
容
】
事
務
全
般
（庶
務
・経
理
）、
施
設
・車

両
管
理
、
送
迎
車
運
転
（ハ
イ
エ
ー
ス
他
）、
利
用

者
対
応
、
ほ
か
業
務 

【
採
用
人
員
】
１
名 

【
応
募
資
格
】普
通
自
動
車
免
許
、社
会
福
祉
主
事
、 

 

経
理
事
務
経
験
者 

【
採
用
期
日
】
応
相
談 

【
給
料
な
ど
】
基
本
給
15
万
１
千
８
０
０
円
～ 

 

24
万
４
千
９
０
０
円
、
各
種
保
険
完
備
・
賞
与
年

２
回 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
（内
１

時
間
30
分
の
休
憩
） 

【
休
日
】
土
、
日
、
祝
日
。
但
し
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

時
、
宿
直
・休
日
日
直
有
り 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会 

 
 

２
―
３
９
１
１ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
日
時
】
３
月
27
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 ０

３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
５
日
（木
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
６
日
（金
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、日
、祝
祭
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 

●
問
合
せ
先
・予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会
ス
タ
ッ
フ
募
集 

 

【
職
種
】
事
務
局
常
勤
ア
ル
バ
イ
ト 

【
募
集
人
数
】
１
～
２
名 

【
業
務
内
容
】
小
笠
原
の
観
光
案
内
、
一
般
事
務
、

デ
ー
タ
入
力
、
イ
ベ
ン
ト
対
応
な
ど 
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【
勤
務
開
始
】
４
月
頃
よ
り
。
応
相
談 

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時
（実
働
７
・
５

時
間
）。
月
20
日
程
度
の
勤
務
（シ
フ
ト
制
） 

 

【
時
給
】
９
２
０
円
以
上(

昇
給
あ
り) 

【
応
募
資
格
】
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
メ
ー
ル
ソ
フ

ト
な
ど
、
Ｐ
Ｃ
の
基
本
的
な
操
作
ス
キ
ル
を
お
持

ち
の
方
。 

笑
顔
で
元
気
よ
く
接
客
で
き
る
方
、
丁

寧
な
電
話
対
応
が
出
来
る
方
。
要
普
通
自
動
車
運

転
免
許
（Ａ
Ｔ
限
定
可
） 

【
福
利
厚
生
】
社
会
保
険
完
備
、
ア
パ
ー
ト
の
紹
介

可
能 

【
申
込
方
法
】
電
話
の
後
、
履
歴
書
（写
真
添
付
）を

郵
送
、
メ
ー
ル
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い 

【
申
込
締
切
】
３
月
14
日(

土)

午
後
５
時
ま
で
に
お

電
話
く
だ
さ
い 

【
選
考
方
法
】
応
募
締
切
後
、
書
類
選
考
し
、
面
接

な
ど
の
連
絡
を
致
し
ま
す 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
観
光
協
会 

 
 

 

２
―
２
５
８
７ 

Ｅ-

メ
ー
ル w

o
rk

@
og

a
sa

w
a
ra

m
u

ra
.com

 
 ギ

ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
開
催 

 

◎
第
40
回
「源
氏
星
と
平
家
星
」 

き
ら
び
や
か
な
冬
の
星
座
の
季
節
。
そ
の
星
座
の

中
心
に
な
る
の
が
オ
リ
オ
ン
座
。
オ
リ
オ
ン
座
に
は

日
本
の
戦
い
の
伝
説
が
隠
さ
れ
て
い
た
！ 

【
日
時
】
３
月
18
日
（水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
３
月
17
日
（火
）ま
で 

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
３
月
の
開
館
日
】
観
光
船
入
港
中
、
お
が
さ
わ
ら

丸
の
入
港
日
～
出
港
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
ま
で
開
館
。 

 

※
夜
間
開
館
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

掲
示
板
・街
中
な
ど
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「ク
ジ
ラ
展
」～
あ
な
た
は
ザ
ト
ウ
派
？

マ
ッ
コ
ウ
派
？
～ 

３
月
５
日
開
催
予
定
。
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
と

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
違
い
を
紹
介
し
ま
す
。

実
物
大
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
展
示
も
あ
り
ま

す
。 

《
新
館
》
「小
笠
原
諸
島
の
島
々
」～
硫
黄
三
島
、

沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、
西
之
島 

開
催
中 

【
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座
２
０
１
５
】 

第
１
回
鈍
（に
び
）色
の
海
、
豊
饒
の
海
～
ウ
ニ

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
解
き
明
か
す
環
境
の
化
学
～ 

《
日
時
》
３
月
19
日
（木
）午
後
７
時
30
分
よ
り 

《
内
容
》
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
支
配
さ
れ
る

海
の
色
を
手
が
か
り
に
、
環
境
問
題
に
関
す
る

話
題
を
化
学
の
観
点
か
ら
紹
介
し
ま
す
。 

《
講
演
者
》
杉
浦
健
一
（首
都
大
学
東
京
） 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
２
―
３
０
０
１ 

 

小
笠
原
高
等
学
校
第
46
回
卒
業
式 

 

【
日
時
】
３
月
13
日
（金
）午
前
10
時
開
式 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

   

                                          

    

母
島
診
療
所
歯
科
の
休
診 

 

【
休
診
日
】
３
月
８
日
（日
）～
21
日
（土
）の
期
間
、

歯
科
医
師
離
島
中
の
為
、
休
診
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
  

３
―
２
１
１
５ 

 

講
演
会
の
開
催 

 

輸
血
事
業
に
つ
い
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
３
月
22
日
（日
）午
後
１
時
～
３
時
ま
で 

【
場
所
】
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー 

【
演
題
】 

〇
離
島
・へ
き
地
な
ど
に
お
け
る
輸
血
体
制
に
つ

い
て
～
血
液
製
剤
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
計
画
の

取
組
み
～ 

 
 

《
講
師
》
東
京
都
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー 

 

副
所
長 

松
崎
浩
史
医
師 

 

〇
小
笠
原
村
輸
血
体
制
に
つ
い
て
～
小
笠
原
村
診

療
所
勤
務
を
振
り
返
っ
て
～ 

 
 

《
講
師
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

所
長 

笠
井
あ
す
か
医
師 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

           

３月の燃料油価格変動調整金 
 

 ３月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，１９０ （+896） 

２  等  品 ８，６１６ （+840） 

３  等  品 ８，０４２ （+784） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９２１ （+90） 

０．０７５トン以下 ６９４ （+68） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，５８０ （+700） ２，２９０ （+350） 

１ 等 ９，１６０ （+1,400） ４，５８０ （+700） 

村民割引 
（往復）２等 ５，５００ （+840） ２，７５０ （+420） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２４，６１０ （+1,400） １２，３１０ （+700） 

特 ２ 等 ３６，９００ （+2,090） １８，４６０ （+1,050） 

１ 等 ４９，２３０ （+2,790） ２４，６２０ （+1,400） 

特 １ 等 ５６，９２０ （+3,230） ２８，４７０ （+1,620） 

特 等 ６１，６００ （+3,490） ３０，８１０ （+1,750） 

２等（学割） １９，６９０ （+1,120）  
２等 

（身体障害者割引） １２，３１０ （+700）  ６，１６０ （+350） 
村民割引 
（往復）２等 ３６，９２０ （+2,100） １８，４７０ （+1,050） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １６，２６４ （＋626） 

２  等  品 １５，１４０ （＋582） 

３  等  品 １３，９２８ （＋536） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，６３０ （＋63） 

０．０７５トン以下  １，２１３ （＋47） 

 

 



  NO．641   平成 27（2015）年 3 月 1 日（日）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

   

定
期
予
防
接
種 

 

３
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

３
月
５
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

３
月
26
日
（木
）午
後
４
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

３
月
５
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

３
月
26
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
接
種
可
能
予
防
接
種
（予
約
不
要
）】 

〇
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（追

加
接
種
の
み
）、
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（追
加
接

種
の
み
） 

 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 

  

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診
（父
島
） 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

２
月
に
歯
科
検
診
が
で
き
な
か
っ
た
方
に
も
個
別

通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
３
月
12
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
１
時
45
分
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級 

離
乳
食
の
会
（父
島
） 

 

栄
養
士
と
島
の
食
材
や
旬
の
食
材
を
使
っ
て
、
離

乳
食
を
作
り
ま
す
。ま
た
、ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

お
お
よ
そ
４
か
月
か
ら
12
か
月
の
お
子
さ
ま

と
保
護
者 

【
日
時
】
３
月
19
日
（木
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 

  

２
―
３
９
３
９ 

 

子
育
て
相
談 

 

臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「癖
が
気
に
な
る
」「い
つ
も
叱
っ
て
ば
か
り
に
な
っ

て
し
ま
う
」
「
ど
う
い
う
し
つ
け
を
し
た
ら
い
い 

の
？
」な
ど
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
21
日
（土
）午
後
、
22
日
（日
）午
後 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
23
日
（月
） 

※
申
し
込
ま
れ
た
時
点
で
日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
講
師
】
臨
床
発
達
心
理
士 

藤
井
絹
枝
氏 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係  

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所  

 
 
  

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

 

詳
細
は
掲
示
板
ポ
ス
タ
ー
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
22
日
（日
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
３
月
23
日
（月
） 

【
講
師
】
藤
井
絹
枝
氏
（臨
床
発
達
心
理
士
） 

【
申
込
み
】 

申
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
（３
月
16
日
（月
）

午
後
５
時
ま
で
） 

 

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 

  

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 

  

３
―
２
１
１
１ 

 

気
軽
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
～
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
～
（父
島
） 

 

〝
太
る
″
も
〝
や
せ
る
″
も
食
事
が
基
本
。
肥
満
は

す
べ
て
の
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

適
正
体
重
を
目
指
し
て
、
日
頃
の
食
生
活
を
振
り
返

り
、
管
理
栄
養
士
と
一
緒
に
健
康
的
な
食
事
を
実
際

に
作
っ
て
、
味
わ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す(

20
歳
以
上) 

【
日
時
】
３
月
９
日
（月
）午
前
10
時
～
午
後
１
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
定
員
】
６
名
（申
込
み
必
要
） 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
対
象
者
】 

20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と
め
ら
れ

て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
３
月
18
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
内
容
】
ウ
オ
ー
キ
ン
グ 

【
持
ち
物
】
歩
き
や
す
い
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
の
場
合
は
室
内
運
動
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 
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天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
22
回
「あ
な
た
の
数
を
数
え
ま
し
ょ
う
」 

 

視
界
の
片
隅
に
入
る
ノ
ス
リ
、
い
っ
た
い
何
羽
い

る
の
で
し
ょ
う
。 

 

１
９
９
９
年
、
父
島
で
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
の
個

体
数
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
父
島

全
体
で
28
ペ
ア
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
１
平
方
キ
ロ

に
約
１
・
２
ペ
ア
で
す
。 

 

こ
の
密
度
か
ら
考
え
る
と
、
父
島
列
島
と
母
島
列

島
で
約
１
５
０
個
体
で
す
。
こ
れ
は
、
な
わ
ば
り
を

持
つ
成
鳥
の
数
で
す
か
ら
、
繁
殖
期
の
後
に
は
、
若

鳥
が
追
加
さ
れ
ま
す
。 

                

世
界
中
に
こ
れ
だ
け
で
す
か
ら
、
と
て
も
少
な
い

と
言
え
ま
す
。
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
や
ア
ホ
ウ
ド
リ
で

も
、
１
千
個
体
以
上
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ

ら
く
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
よ
り
も
少
な
い
数
で
す
。
そ
う

考
え
る
と
、
い
つ
で
も
絶
滅
で
き
る
数
で
す
。 

 

と
は
い
え
、
密
度
は
決
し
て
低
く
あ
り
ま
せ
ん
。

タ
カ
は
、
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
捕
食
者
で
す
。
広

い
な
わ
ば
り
が
必
要
で
、
あ
る
程
度
以
上
は
増
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
ノ
ス
リ
の
仲
間
は
世
界
に
広
く
分
布
し

ま
す
が
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
は
そ
の
中
で
も
、
抜

群
に
高
密
度
で
す
。
限
ら
れ
た
面
積
で
は
、
こ
れ
が

生
息
可
能
な
最
大
個
体
数
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

島
で
は
、
ど
こ
で
も
観
察
で
き
る
鳥
で
す
。
し
か

し
、最
大
数
で
す
ら
、吹
け
ば
飛
ぶ
よ
う
な
数
で
す
。

増
え
ら
れ
な
い
け
ど
、
減
ら
し
ち
ゃ
い
け
な
い
。
そ

れ
が
、
ノ
ス
リ
の
難
し
さ
な
の
で
す
。 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

◎
講
演
会
「長
谷
川
博
講
演
会
〜
よ
み
が
え
る
沖
の

太
夫
、
ア
ホ
ウ
ド
リ
〜
」 

【
内
容
】 

絶
滅
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
日
本
最
大

の
海
鳥
の
復
活
の
物
語
、
そ
し
て
未
来
へ
と
つ
な

が
る
再
生
の
道
。
長
年
に
わ
た
り
伊
豆
鳥
島
で
の

保
全
活
動
に
携
わ
っ
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
先
生
が
、
生

の
声
で
語
り
ま
す
。 

               

【
講
演
者
】 

長
谷
川
博
（
東
邦
大
学
名
誉
教
授
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
３
月
２
日(

月)

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
３
月
５
日(

木)

午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

《
場
所
》
村
民
会
館
ホ
ー
ル 

【
共
催
】
小
笠
原
支
庁
、
小
笠
原
村
教
育
委
員
会
、

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

 

平
成
26
年
度
第
２
回
「世
界
自
然
遺
産

地
域
連
絡
会
議
」の
開
催 
 

地
域
と
共
生
し
た
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な

管
理
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
地
域
連
絡
会
議

を
開
催
し
ま
す
。 

会
議
で
は
、
暮
ら
し
に
身
近
な
世
界
遺
産
の
管
理

に
関
す
る
地
域
課
題
（ネ
ズ
ミ
対
策
、オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
、外
来
種
の
拡
散
防
止
対
策
）へ
の
対
応

状
況
の
報
告
の
ほ
か
、
今
後
の
世
界
遺
産
管
理
の
検

討
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
地
元
関
係
者
を
交
え
て
議

論
を
行
う
予
定
で
す
。 

皆
さ
ま
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
３
月
５
日
（木
）午
前
10
時
～
正
午 

【
会
場
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》
母
島
支
所 

【
議
題
】 

①
村
民
意
見
交
換
会
結
果
に
つ
い
て 

②
世
界
自
然
遺
産
地
域
の
現
状
お
よ
び
当
面
の
課
題 

③
世
界
自
然
遺
産
管
理
に
係
る
合
意
形
成
の
在
り

方
に
つ
い
て 

※
な
お
、
会
議
は
傍
聴
可
能
で
す
が
、
会
場
ス
ペ
ー

ス
の
都
合
に
よ
り
、
満
室
の
場
合
座
席
が
ご
用
意

で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

平
成
26
年
度
第
１
回
「小
笠
原
諸
島
ネ
ズ

ミ
対
策
検
証
委
員
会
」お
よ
び
「住
民
説
明

会
」の
開
催 

 

１
月
16
日
の
住
民
説
明
会
に
お
い
て
、
兄
島
へ
の

殺
鼠
剤
空
中
散
布
を
中
止
と
、
中
止
の
経
緯
を
ご
説

明
し
ま
し
た
。 

今
後
、
「小
笠
原
諸
島
ネ
ズ
ミ
対
策
検
証
委
員
会
」

を
設
置
し
て
、
今
後
の
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
外
来

ネ
ズ
ミ
類
対
策
に
お
け
る
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
や
過

去
の
事
業
に
よ
る
環
境
影
響
の
検
証
を
進
め
て
い
き

ま
す
。こ
の
度
、第
１
回
検
証
委
員
会
を
次
の
通
り
、

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

会
議
は
、
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。 

◎
検
証
委
員
会
開
催
の
た
め
の
住
民
説
明
会 

【
日
時
】
３
月
11
日
（水
）午
後
７
時
～
９
時 

【
会
場
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
調
整
中
） 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館 

◎
小
笠
原
諸
島
ネ
ズ
ミ
対
策
検
証
委
員
会 

 

※
傍
聴
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
３
月
12
日
（木
）午
後
５
時
～
７
時 

【
会
場
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
役
場 

《
母
島
》
小
笠
原
村
役
場
母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
鯨
類
目
視
調
査
の
結
果
報
告 

 
 

先
月
の
「村
民
だ
よ
り
」で
は
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の

定
点
観
測
の
速
報
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
た
だ
、
こ

の
場
所
か
ら
観
察
で
き
る
範
囲
は
西
側
に
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
東
側
の
発
見
記
録
は
西
側
ほ
ど
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
島
の
両
側
海
域
を
４
隻
の

船
で
同
時
に
探
索
し
、
特
に
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
分
布

や
来
遊
頭
数
を
調
べ
る
た
め
の
目
視
調
査
を
１
月

27
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
次
の
地
図
に
は
今
回
の
調

査
コ
ー
ス
を
示
し
て
い
ま
す
。 

        

 

 

同
様
の
目
視
調
査
は
、
１
９
９
７
年
と
２
０
１
３

年
に
も
行
わ
れ
て
お
り
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
が
多
く
見

ら
れ
る
海
域
に
つ
い
て
、
遭
遇
率
を
調
査
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
発
見
し
た
鯨
類
の
集
計
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

〇
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
28
群
41
頭 

〇
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
ら
し
い
鯨
類
３
群
３
頭 

〇
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
２
群
19
頭 

〇
マ
ダ
ラ
イ
ル
カ
１
群
20
頭 

〇
種
不
明
イ
ル
カ
１
群
５
頭 

今
回
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
遭

遇
率
は
０
・
４
５
と
な
り
、
２
０
１
３
年
の
調
査
と

ほ
ぼ
同
じ
値
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
２
年
の
値
を
１

９
９
７
年
の
値
と
比
較
す
る
と
、
４
倍
も
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
小
笠
原
に
来
遊

す
る
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
個
体
数
が
増
加
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

              

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
船
主
お
よ
び
調
査
員
の
皆
さ
ま
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
166 

 

◎
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
漁
始
ま
り
ま
す
！ 

 

小
笠
原
で
は
、
入
植
当
時
よ
り
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を

食
べ
る
習
慣
が
あ
り
、
現
在
も
合
法
的
に
ア
オ
ウ
ミ

ガ
メ
漁
が
行
わ
れ
て
い
る
世
界
で
も
珍
し
い
地
域
で

す
。
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
漁
は
、
毎
年
３
月
か
ら
５
月
の

交
尾
シ
ー
ズ
ン
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
も
今
月
か

ら
漁
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

現
在
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
漁
は
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル

（東
京
都
漁
業
調
整
規
則
）の
も
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

〇
禁
漁
期
（産
卵
が
盛
ん
な
６
〜
７
月
）が
あ
る 

〇
許
可
を
持
つ
漁
業
者
の
み
捕
獲
可
能 

〇
小
笠
原
で
年
間
１
３
５
頭
ま
で
捕
獲
可
能 

〇
産
卵
さ
れ
た
卵
は
採
取
禁
止
・
・
・ 

な
ど
。 

 

こ
の
よ
う
な
規
則
で
漁
を
管
理
す
る
一
方
、
産
卵

巣
数
や
孵
化
率
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
毎
年
継
続

し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
小
笠
原
に
来
遊
す
る
ウ
ミ

ガ
メ
の
資
源
数
の
変
動
を
予
測
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

人
に
よ
る
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
卵
の
移
植
や
、

ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
（※
）と
い
っ
た
保
護
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ウ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲

と
保
護
の
両
立
を
実
現
し
て
い
る
地
域
は
珍
し
く
、

こ
の
特
殊
な
社
会
環
境
は
小
笠
原
の
世
界
に
誇
れ
る

特
色
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。 

 

カ
メ
漁
が
行
わ
れ
る
３
月
か
ら
５
月
の
間
は
新
鮮

な
「新
ガ
メ
」が
続
々
と
島
の
飲
食
店
な
ど
に
入
荷
さ

れ
ま
す
。
こ
の
時
期
に
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
ウ
ミ
ガ

メ
料
理
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
旬
の
ウ
ミ
ガ
メ

料
理
を
食
べ
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

（※
）子
ガ
メ
を
半
年
か
ら
１
年
ほ
ど
飼
育
し
て
、
あ

る
程
度
の
大
き
さ
に
な
っ
て
か
ら
放
流
す
る

こ
と
に
よ
り
生
存
率
を
上
げ
て
資
源
回
復
を

計
る
試
み
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
年
約
２
０

０
頭
の
子
ガ
メ
の
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
行
っ
て
い
る
。 

 

◎
平
成
26
年
度
ウ
ミ
ガ
メ
報
告
会
開
催 

【
日
時
】
３
月
14
日 

 

《
開
場
》
午
後
５
時
《
開
演
》
午
後
５
時
30
分 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
発
表
】 

〇
小
笠
原
小
学
校
５
年
生 

 
〇
東
京
海
洋
大
学
う
み
が
め
研
究
会 

 
〇
Ｅ
Ｌ
Ｎ
Ａ
小
笠
原
事
業
所 

詳
し
く
は
村
内
掲
示
板
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://bonin-ocean.net 

                                       

 

 

遭
遇
率
（
頭
／K

m

） 

 

http://bonin-ocean.net/
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“日本生活習慣病予防協会 2015年スローガン”より 

当てはまる項目が多い

ほど、休養・睡眠不足

の可能性が高まりま

す。 

寝不足や睡眠障害は成人の4人に1人が抱えていると言われています。

睡眠不足が続くと、血圧値や血糖値が上昇しやすくなり、高血圧・糖尿

病・高脂血症などの生活習慣病や心筋梗塞や脳血管障害のリスクを上げ

るだけでなく、交通事故の原因にもつながります。 

 休日がとれず、自分だけの時間を過ごすこともままならない、そんな

余裕のない日々を過ごしていると、精神的に疲弊しうつ病などの発症を

高めます。意欲低下が進んでくると、注意力や作業能力が低下し、事故

やヒューマンエラーの危険性が高まります。 

 健康だけでなく、仕事や生活、人生の活力に大きく関わる「休養」の

重要性について、あらためて見直してみましょう。 

1.良い睡眠で、こころもからだも健康に 

2.規則正しい食生活と定期的な運動が大切 

3.睡眠不足と生活習慣は密接な関係が 

4.こころの健康を保つために睡眠時間を 

5.年齢や季節に応じて適切な睡眠時間を 

6.自分の睡眠に適した環境づくりを 

7.若年世代は夜更かしを避けましょう 

8.勤労世代は良い睡眠で疲労回復・能率アップを 

9.熟年世代は熟睡の工夫が大切 

10.眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせない 

11.睡眠中の身体の異変に要注意 

12.不眠が改善できないときは、専門家に相談を 

 

 
 

                                

                                 

                                 

 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむら かずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第１８１号  ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

保健師：クジラさんは、ゆっくり休養できていますか？ 

クジラ：うーん、あらためて考えてみるとどうかな？お休みの日以外は、忙しくて・・・。 

保健師：日常生活では、気分転換と言う休養も大切です。忙しくても、1日30分程度はのんびりで

きる自分だけの時間を作るようにしましょう。オンとオフの気分転換を上手に取り入れるこ

とで、仕事や家事の能率も良くなります。  

クジラ：休養にもいろいろな方法があるんですね。 

保健師：睡眠だけでなく、心地よくリラックスできる場所・空間も含めて、“憩い”の時間や場所、

過ごし方を考えてみてはいかがでしょうか。 

健康診断の結果はいかがでしたでしょうか。生活習慣病の予防には、適度な「運動」とバランスのとれた「食生活」

とともに、身体とこころの疲労回復となる「休養」が大切です。あなたは上手に「休養」ができていますか？質の良い

睡眠（快眠）をとり、多休（しっかり休養をとる）を心がけましょう。 

 
「休養」には、 

日頃の仕事や家事などによる心身の疲労

を回復させる面（休む）と、仕事や家事

を充実した状態で行えるように鋭気を養

う面（養う）があります。広義には、仕

事をしない休日を月に6日以上とり、心

と身体をゆっくり休めること。狭義では、

質の良い睡眠（快眠）をとることになり

ます。 

個人差はあるものの、必要な睡眠時間は

６～８時間未満が標準的と言われていま

す。年をとると徐々に早寝早起きの傾向が

強まり眠りが浅くなる人が増えますが、規

則正しい生活習慣と適度な運動で、質の良

い睡眠（快眠）の工夫をしましょう。 

休養で 病気予防し 健康長寿 

1日 ６～８時間の快眠 

□疲れがたまっている 

□休日は寝て終わってしまう 

□仕事（家事）に集中できない 

□仕事（家事）をする意欲がわかない 

□自分の時間がとれない 

□眠りが浅い、すぐ目覚めてしまう 

□寝る間際までスマホや携帯をみている 

□就寝・起床時間が不規則 

□いびきがうるさいと言われる 

□日中、居眠りしてしまうことがある 

あなたの 

休養不足度は？ 

休養とは？ 

睡眠不足度は？ 

セルフチェック☑ 

休養不足は「万病」と「事故」のもと 

健康づくりのための睡眠指針 2014（厚生労働省） 

毎日残業で睡眠不足、休日も取れない・・・このような“休養不足”

は様々な問題を引き起こします。 

 

 

～生活習慣病予防のための休養のすすめ～ 
 



高校図書館開放 子育てセミナー申込期限

学童保育（とびうお）クラブ入会説明会

　　　　出港日 　　　　入出港日

第３回シロアリ対策事業申込期間（～６） ギャラクティック・キッズ申込締切

アホウドリ講演会（父島） 新おがさわら丸・新ははじま丸に関する説明会（母島）

ヘルスアップ教室（父島）

ギャラクティック・キッズ開催

小笠原中学校卒業式

小笠原村議会議員選挙立候補予定者説明会の開催

学童保育（とびうお）クラブ入会児童募集申込期間（～１２） 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

首都大学東京公開講座２０１５

　　　　入港日 育児学級　離乳食の会（父島）

平成26年度第２回「世界自然遺産地域連絡会議」の開催 粗大ごみ収集（母島）

東京三弁護士会による法律相談（母島） 新おがさわら丸・新ははじま丸に関する説明会（父島）

アホウドリ講演会（母島） 母島保育園非常勤職員（保育補助員）の募集申込締切

定期予防接種 母島小中学校卒業式

母島シロアリ説明会 　　　　入出港日

東京三弁護士会による法律相談（父島） 子育て相談（父島）

子育てセミナー・相談（父島）

輸血事業講演会の開催

高校図書館開放

　　　　出港日 子育てセミナー（母島）

母島診療所歯科の休診（～２１） 子育て相談（母島）

高校図書館開放 小笠原小学校卒業式

母島巡回労働相談 　　　　入出港日

気軽にダイエット～クッキング教室～（父島） 行政相談所の開設

学童保育（とびうお）クラブ指導員・補助員募集締切

　　　　入港日 定期予防接種

小笠原小学校　非常勤職員の募集申込締切

小笠原諸島ネズミ対策検証委員会開催のための住民説明会

乳幼児健診・歯科健診（父島） 電話による無料法律相談

小笠原諸島ネズミ対策検証委員会

小笠原高等学校第46回卒業式 　　　　入出港日

高校図書館開放

　　　　出港日

小笠原村観光協会スタッフ募集申込締切

平成26年度ウミガメ報告会開催

　　　　入出港日
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